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＜あらまし＞ 有名論文を教材として，心理学の基礎知識に加え，研究法，統計学，論文の書

き方を学習するためのウェブ教材を開発した．心理学の研究法を学習する科目で，開発したウ

ェブ教材を利用した．６名の受講者がウェブ教材を用いて論文を学習し，小テストと，教材評

価のための質問票に回答した．小テストの成績はかなりよく，過去の学生と比べて最もよかっ

た．調査票への回答から，学生は英語論文の読解に困難を感じており，ウェブ教材が読解の助

けになったことが明らかになった． 
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1. はじめに 

心理学あるいは関連領域の学生が学ぶべき

ことは多い．基礎知識に加え，研究法，統計

学，論文の書き方を学ぶ必要がある． 

これらを同時に学習する方法として，有名

研究のオリジナル論文を読むことが考えられ

る．基礎知識，研究法，統計学，論文の書き

方をそれぞれ単独で学習することに比べ，こ

れらを有機的に関連づけて学習できるだろう． 

研究論文を読むという学習を支援するため

に，筆者はウェブ教材の作成を始めた．論文

を読むことでさまざまなことを有機的に学習

できるが，学生が独力で学習を進めることは

難しい．豊富な情報を含み，自分のペースで

何度でも繰り返し学習のできるウェブ教材は，

価値のある学習リソースとなるだろう． 

 

2. 教材の構成 

ウェブ教材は，青山学院大学情報メディア

センターの学外向けホームページサービスと

（https://www.cc.aoyama.ac.jp/~t41338/ 

lecture/review/review_top.html），プロバイ

ダ ー @nifty の ホ ー ム ペ ー ジ サ ー ビ ス

（http://terao.akiba.coocan.jp/lecture/ 

review/LoftusPalmer74/LoftusPalmer74. 

html）を利用して公開している．２つのペー

ジの内容は同一である． 

教材に用いる最初の論文として，Loftus と

Palmer による，交通事故の目撃証言につい

ての論文（Loftus & Palmer 1974）を選んだ．

今後，他の論文を追加していく予定である． 

教材では，論文の内容そのものについての

解説に加え，論文の書き方，研究法，統計的

手法について解説を行った．PC のブラウザ

で表示した教材を図１に示す．論文の内容に

ついての解説と容易に区別できるように，論

文の書き方，研究法，統計的手法についての

解説は枠で囲まれたボックスで提示した．図

１では，アブストラクトの下に，論文の書き

方（ここでは，アブストラクトの書き方）の

ボックスが表示されている． 

 論文の書き方は APA Publication Manual 

7th Edition に従った．単に APA スタイルを

示すだけではなく，心理学およびその関連領

域の学部生に役立つ教材となるよう配慮した． 

 研究法として解説していることの多くは，

多くのテキストで扱われていること（たとえ

ば，媒介関係あるいは疑似関係の分析方法）

である．しかし，教科書の研究方法が実際の

研究でいかに具体化されるかを学ぶことには，

意味があると考えている． 

 

図１ ウェブ教材 
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表１ 小テストの問題例 

番号 問題文 

1 実験１の目的を説明してくださ

い． 

3 Table 1 に示されている結果に対

して，著者は２つの解釈を示して

います．これら２つの解釈はどの

ようなものですか？ 

5 Table 2 には何が示されているの

かを説明してください．続いて，こ

の表に示されている結果から何が

わかるかを述べてください． 

6 Table 3 に示されている結果は，ど

のような疑問を検討したものです

か？ 

 

3. 授業でのウェブ教材の利用 

２年生以上の学部生を対象とした，心理学

の研究法を学習する科目で，開発したウェブ

教材を利用した．この科目では，論文を教材

として研究法を学習する．履修者は，指示さ

れた論文を１週間で予習する．授業では，最

初の 15 分から 20 分で，予習での理解を確認

する小テストが行われる．その後，その論文

についての解説講義が行われ，授業の最後に

もう一度小テストが行われる． 

2024 年度前期の，この科目の登録者は 7 名

であった．5月 27 日の第６回授業で，次回授

業（第７回）までに予習する論文とウェブ教

材が提示された．第７回授業の出席者は６名

であった． 

3.1. テスト成績 

授業の最初と最後の小テストは，いずれも

４つの問題から構成され，それぞれ 50 点満

点の，100 点満点で採点された．小テストに

使用した問題例を表 1 に示す．問題番号 1 と

3 は授業の最初，5 と 6 は最後に行われた小

テストで用いられた． 

 ６人の点数は，60，70，80，80，95，100

（平均 80.8）であった．同じ小テストは，2017

年度から 2019 年度にこの科目で使われてい

た．それぞれの年度の平均点は，2017 年度

（� = 24）が 54.2（�� = 24.7），2018 年度

（� = 44）が 60.5（�� = 24.6），2019 年度

（� = 33）が 69.4（�� = 20.3）であった．受

講者数がかなり異なるため単純な比較はでき

ないが，2024 年度の６名はこれまでで最も高

い平均点であった． 

 

表２ 英語論文読解の困難の度数分布 

困難 

とて

も 

やや あま

り 

まっ

たく 

文の意味 0 5 1 0 

主張と根拠 1 3 2 0 

統計的手法 5 0 1 0 

専門用語 3 2 1 0 

 

表３ ウェブ教材の有用性の度数分布 

困難 

とて

も 

やや あま

り 

まっ

たく 

文の意味 5 1 0 0 

主張と根拠 5 0 0 0 

統計的手法 4 1 0 0 

専門用語 4 1 0 0 

 

3.2. 教材評価 

論文の読解がどれほど困難か，ウェブ教材

がどれほど助けになったかを，匿名の質問票

で調査した． 

 日本語論文と英語論文の読解において，

個々の文の意味，論文の主張と根拠，統計的

手法，専門用語の理解がどれほど困難かを，

「とても困難」「やや困難」「あまり困難でな

い」「まったく困難でない」の４段階で評定す

るよう求めた．英語論文での回答の分布を表

２に示す．全体として困難を感じており，特

に統計的手法の理解に困難を感じていること

がわかった． 

 個々の文の意味，論文の主張と根拠，統計

的手法，専門用語の理解において，ウェブ教

材がどれほど助けになったかを，「とても助け

になった」「やや助けになった」「あまり助け

にならなかった」「まったく助けにならなかっ

た」の４段階で評定するよう求めた．回答の

分布を表３に示す．全体として教材が役立っ

たことがわかった． 
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